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平 成 19 年 

謹　賀　新　年 
新しい年の幕開けです。皆さんは、どんな年にしたいと思っていますか。 

今年は亥年、「亥」は無病息災の象徴とした由来があります。 
また、干支（えと）の特長は、「勇気と冒険」ともいわれています。 

そんな亥年の皆さんから「新年の抱負」を伺いました。 
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亥 亥 
年も子どもたちに悪戦苦闘す年も子どもたちに悪戦苦闘す
る毎日になると思いますが、る毎日になると思いますが、 

その子どもたちがすくすくと元気その子どもたちがすくすくと元気
に成長してくれることが一番の願に成長してくれることが一番の願
いです。仕事面では、実家の食堂いです。仕事面では、実家の食堂
を手伝っていますが、不景気で大を手伝っていますが、不景気で大
変です。それでも地域の皆さんに変です。それでも地域の皆さんに
良くしていただき、頑張ろうとい良くしていただき、頑張ろうとい
う気持ちになることができ、とてう気持ちになることができ、とて
も感謝しています。も感謝しています。 
　母として、子どもたちの成長に　母として、子どもたちの成長に
負けないよう、心身ともに強くな負けないよう、心身ともに強くな
り、何事にもめげずまい進する勇り、何事にもめげずまい進する勇
気や希望を持って、成長していき気や希望を持って、成長していき
たいと思っています。たいと思っています。 

育士という職業にあこがれ、育士という職業にあこがれ、
ひたすら突き進んだ学生時代。ひたすら突き進んだ学生時代。 

そのかいあって今は、大好きな子
ども達に元気をもらいながら、忙
しい毎日を過ごしています。最近
は、仕事にも慣れて趣味のショッ
ピングや温泉めぐりなどに目を向
ける余裕もでてきました。今年も
自身を磨くため、苦手なことにも
積極的にトライしていきたいです。積極的にトライしていきたいです。
特に、パソコンが苦手なので、ぜ
ひとも克服できるようにしたいで
す。また、仕事と両立しながら、
家族や友人とゆっくり過ごす時間
も大切にしたいと思います。も大切にしたいと思います。 

標は、剣道と野球で良い成績標は、剣道と野球で良い成績
を残すことです。を残すことです。 

　剣道では、東北大会での優勝を
目標に練習をがんばります。週に
２回の練習はつらいですが、得意
技が決まったときは、とてもうれ
しく面白いです。野球では、昨年
あまり練習に参加できなかったの
で、レギュラーになれるようがん
ばります。ばります。 
　また、６年生になるので、最上
級生として下級生のお世話をした
いと思います。いと思います。一日一善を実践し、一日一善を実践し、
スポーツと勉強を両立したいと思
います。います。 

味が興じて軟式野球審判員と味が興じて軟式野球審判員と
なって今年でなって今年で30年。これまで年。これまで 

に少年野球から社会人野球に至る
まで、県内各地で約2,000試合の
審判員を務めてきました。審判員を務めてきました。 
　最近では、残念ながら仕事の関
係で審判員を務める機会がめっき
り少なくなってしまいましたが、
これからも少年野球などの審判員
を続けていきたいと思います。ま
た、未来のプロ野球選手達と一緒
に汗を流しながら、一生懸命に野
球に打ち込む子ども達の姿を見守っ球に打ち込む子ども達の姿を見守っ
ていきたいと思っています。ていきたいと思っています。 

一筋40年。家族と力を合わせ
て毎日の仕事に頑張っていまて毎日の仕事に頑張っていま 

す。海の仕事は、冬の寒い朝から
始まります。辛い思いは幾度とな
く経験してきましたが、家族の力
がここまで引っ張ってきてくれて
います。います。 
　今は、家族みんなが健康で幸せ
な日を過ごせるように願っていま
す。健康の秘訣は、毎日の晩酌か
な・・・。な・・・。 
　休みのときは、妻と孫たちと温
泉に行くのも楽しみの一つになっ
ています。ています。 
 

婦共に亥年生まれのO型。生
まれ月も同じなため、度々衝まれ月も同じなため、度々衝 

突することが多く、家族や周りの
方々の協力や励ましをいただきな
がら歩んできました。今年は共通
の趣味であるビニールバレーボー
ルを通してお互いを気遣い、夫婦
仲良く、笑顔を絶やさず過ごして
いきたいと思います。私の後先考
えず行動する性格は、今さらなが
ら恥ずかしい気もしますが、子ど
も二人も成人し目標にまい進して
いますので、私も自分の道をしっ
かり見つめ「猪突猛進」ガンバル
ぞ！ぞ！ 

年も子どもたちに悪戦苦闘す
る毎日になると思いますが、 

その子どもたちがすくすくと元気
に成長してくれることが一番の願
いです。仕事面では、実家の食堂
を手伝っていますが、不景気で大
変です。それでも地域の皆さんに
良くしていただき、頑張ろうとい
う気持ちになることができ、とて
も感謝しています。 
　母として、子どもたちの成長に
負けないよう、心身ともに強くな
り、何事にもめげずまい進する勇
気や希望を持って、成長していき
たいと思っています。 

今 保 目 

趣 海 夫 

今 育士という職業にあこがれ、
ひたすら突き進んだ学生時代。 

そのかいあって今は、大好きな子
ども達に元気をもらいながら、忙
しい毎日を過ごしています。最近
は、仕事にも慣れて趣味のショッ
ピングや温泉めぐりなどに目を向
ける余裕もでてきました。今年も
自身を磨くため、苦手なことにも
積極的にトライしていきたいです。
特に、パソコンが苦手なので、ぜ
ひとも克服できるようにしたいで
す。また、仕事と両立しながら、
家族や友人とゆっくり過ごす時間
も大切にしたいと思います。 

保 標は、剣道と野球で良い成績
を残すことです。 

　剣道では、東北大会での優勝を
目標に練習をがんばります。週に
２回の練習はつらいですが、得意
技が決まったときは、とてもうれ
しく面白いです。野球では、昨年
あまり練習に参加できなかったの
で、レギュラーになれるようがん
ばります。 
　また、６年生になるので、最上
級生として下級生のお世話をした
いと思います。一日一善を実践し、
スポーツと勉強を両立したいと思
います。 
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味が興じて軟式野球審判員と
なって今年で30年。これまで 

に少年野球から社会人野球に至る
まで、県内各地で約2,000試合の
審判員を務めてきました。 
　最近では、残念ながら仕事の関
係で審判員を務める機会がめっき
り少なくなってしまいましたが、
これからも少年野球などの審判員
を続けていきたいと思います。ま
た、未来のプロ野球選手達と一緒
に汗を流しながら、一生懸命に野
球に打ち込む子ども達の姿を見守っ
ていきたいと思っています。 

趣 一筋40年。家族と力を合わせ
て毎日の仕事に頑張っていま 

す。海の仕事は、冬の寒い朝から
始まります。辛い思いは幾度とな
く経験してきましたが、家族の力
がここまで引っ張ってきてくれて
います。 
　今は、家族みんなが健康で幸せ
な日を過ごせるように願っていま
す。健康の秘訣は、毎日の晩酌か
な・・・。 
　休みのときは、妻と孫たちと温
泉に行くのも楽しみの一つになっ
ています。 
 

海 婦共に亥年生まれのO型。生
まれ月も同じなため、度々衝 

突することが多く、家族や周りの
方々の協力や励ましをいただきな
がら歩んできました。今年は共通
の趣味であるビニールバレーボー
ルを通してお互いを気遣い、夫婦
仲良く、笑顔を絶やさず過ごして
いきたいと思います。私の後先考
えず行動する性格は、今さらなが
ら恥ずかしい気もしますが、子ど
も二人も成人し目標にまい進して
いますので、私も自分の道をしっ
かり見つめ「猪突猛進」ガンバル
ぞ！ 
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